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１ 京都府の取組 

 

２ 林業経営高度化センターの概要 



成長型林業推進事業（H27） 、林業「森世紀」創造戦略事業（H28～29年度） 

 木材の生産性の向上から流通の合理化、加工体制の強化など、府内産木材の自給率アップによる府内完結型の木材産業体制の構築
を目指した川上から川下に至るまでの総合的な対策を推進。 

取組概要 成果 課題 

川
上 

【木材供給体制の整備】 

・生産力の向上のため集約化を図る
「森林経営計画」を策定 

・「林業経営高度化センター」を立ち上
げ、森林組合等に対し、規模拡大に
向けた協業化・機械化への取組を支
援 

◇林業経営高度化センターによる 
  ・協業化支援（㉔・㉕10件） 
  ・機械貸付（㉔・㉕ 20件） 
◇路網整備、機械化導入支援 
  ・路網 ㉓ 98km/年 → ㉕ 130km/年 
  ・高性能機械保有数 ㉓ 22台 → ㉕ 40台 
◆アウトプット◆  
 間伐材供給量の増加 
   ㉓ 6万m3 → ㉕ 8万m3 (133％増) 

【森林組合の経営基盤の強化】 
 
◇森林組合の生産力向上のため 
  ①南部は、協業化の取組を拡大 
  ②北部は、木質バイオマス施設への供給実行体制の強化 
 

川
中 

【原木流通体制の整備】 

・「林業経営高度化センター」において、
木材の生産量と需要先の情報集約
を実施 

・安定供給に向けたストックヤードの
整備 
・大口需要先との交渉を実施 

◇合板工場等への集出荷一元化体制の確立、
ス 
 トックヤードの整備 
 （㉔中丹1箇所、㉕京都1箇所、㉖京都1箇所、
中丹1箇所） 

【大口需要先との価格競争力】 
◇大口需要先が少なく、価格交渉力がまだ弱い 
◇ストックヤードの不足 
◇価値を上げる原木選別など機能強化が必要 

川
下 

【加工施設の整備】 
・加工施設の整備、強化を実施 
 
【利用促進】 

・京都府木材組合連合会が「木材加工
ネット」を立ち上げ、事業体が持つ加
工技術や品揃えなど得意分野を活
かした体制づくりへの取組を実施 

【加工施設の整備】 
 ㉔合板加工施設整備 1箇所 
 ㉕集成材加工施設整備外 6箇所 
◆アウトプット◆ 
 原木加工能力の増加  増加量54,900m3  
【利用促進】 
◆「木材加工ネット」（４ブロック、９社） 
◆加工ネット拠点施設の整備［京丹後市］ 
 （㉕：乾燥機、目立機） 
【消費者対策】 
◆「木材ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ」 ３名活動（㉔１人 ㉕２人）  
 

【加工流通体制の強化】 
◇目標設定約80,000m3/年の原木加工能力増加へ未到達 
→ 内装等高品質製品供給施設の整備、土木資材の供給力強化が課題 
→ コスト削減の施設整備が課題 
→ 府内産木材を大量に加工して販売する大型加工施設の立地が必要 
【供給能力不足】 
◇加工ネット 
 ① 参加事業体が少ない。 ② 拠点施設の乾燥機の整備が不十分 
【バイオマス利用】 
◇バイオマス利用などの森林資源活用モデル構想の作成 
【消費者対策】 
◇「木材ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ」機能が十分発揮出来ていない 
◇木材料・木造構造に対して十分な知識を有する設計技術者が不足 
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 ２．林業経営高度化センターの概要 
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平成２９年度の取組業務 
（１）森林施業協業化の促進       事業体が互いの強みを活かした協業化や経営力向上を進め、木材の生産力向上を図る。 
（２）府内産木材安定供給体制整備   大規模需要者が求める供給量の安定、需給バランス変動に左右されない原木ストック体制の構築 
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（１） 
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原木供給先との需給調整 

新たな供給先の開拓 

原木供給情報の一元管理 

高性能林業機械等 
貸付支援事業 
（協業化の促進業務） 

③集出荷・原木ストック運営 
 （販売先との調整・ 
  販路の開拓）                  
 （出材予定数量の把握） 
 （原木供給情報の収集） 
  
 

①事業体への貸出 
 
②協業化への取組支援 
 

林業経営高度化センター → 平成２４年度に森林組合連合会内に設置 
目標：府下全域で間伐材生産コストの削減の取り組みを進め、府内産材の安定供給体制を構築するために必要な地域の小規模事業体を育成 


